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市民会館

一
般
市
民
対
象
救
命
講
習

文
化
財
課
非
常
勤
職
員
候
補
者
募
集

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
支
援
制
度

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
生

ご
み
処
理
機
お
よ
び
生
ご

み
処
理
容
器
を
購
入
す
る

方
に
予
算
の
範
囲
内
で
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。
必
ず
購
入
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■対
生
ご
み
処
理
機
▼
１
世
帯
１
台
ま
で

生
ご
み
処
理
容
器
▼
１
世
帯
２
台
ま
で

【
金
額
】本
体
価
格
の
３
分
の
２（
上
限
３
万
円
）

 

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
・
自
然
観
察
会

催
し
物

11
月
13
日
開
催
！「
ひ
や
み
か
ち
　
な
は

ウ
ォ
ー
ク 

２
０
１
６
」参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ

大
会
当
日
は
、エ
ン
ト
リ
ー
通

知（
ハ
ガ
キ
）を
ご
持
参
の
う

え
、参
加
す
る
コ
ー
ス
の
受
付

時
間
に
、受
付
テ
ン
ト
で
ゼ
ッ

ケ
ン
、コ
ー
ス
マ
ッ
プ
、参
加

賞
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】エ
ン
ト
リ
ー
通
知（
ハ
ガ
キ
）、飲
み

物（
マ
イ
カ
ッ
プ
、水
筒
）、帽
子
、雨
具
な
ど

※
当
日
、
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。モ
ノ

レ
ー
ル
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
申
込
み
も
受
付
け
ま
す
。ご
家
族
、ご
友

人
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
４

平成28年10月13日から
那覇市民会館は休館しています。

☎855-5081 
FAX855-5089

　那覇市民会館は、建築から46年が経過するな
か、建物および施設の老朽化が著しく、これまでに
安全対策を講じてきましたが、建物のコンクリート
剥離落下が頻発するなど、経年劣化が顕著となって
います。
　また、耐震診断を行ったところ、「震度6強から7
の大規模な地震が起こった場合、倒壊、又は崩壊の
危険性が高い」という判定となりました。
　そのため、利用者の安全を第一に考慮し、那覇市
民会館を休館し、今後のあり方を検討することとな
りました。
　みなさまには大変ご不便をおかけしますが、ご理
解のほどよろしくお願いいたします。

環
境
審
議
会
市
民
委
員
募
集

市
の
環
境
の
保
全
・
創
造
に
つ
い
て
審
議
す
る

環
境
審
議
会
に
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

■内
環
境
基
本
計
画
、
廃
棄
物
お
よ
び
そ
の
他
環

境
に
関
す
る
こ
と
の
審
議

 

■対
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
満
20
歳
以
上
の
方

 

■期
委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年
間（
年
３
回
程
度
）

【
報
酬
】１
回
　
７
千
５
０
０
円

 

■定
２
人

 

■申
11
月
1
日（
火
）～
30
日（
水
）

平
日
９
時
～
17
時

所
定
の
申
請
書
類（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）ま
た
は
、
そ

の
内
容
を
満
た
す
も
の
を
郵
送
、
も
し
く
は
直

接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 
■問
環
境
政
策
課
☎
９
５
１
・
３
３
９
２

那
覇
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
市
民
委
員
募
集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
、
公

平
、
中
立
性
の
確
保
を
図
る
た
め
設
置
し
て
い

る
那
覇
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 

■対
①
市
内
在
住
で
申
込
時
に
満
40
歳
以
上

②
平
日
昼
間
お
よ
び
夜
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方（
年
２
～
３
回
程
度
）

③
介
護
保
険
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
な
い
方

そ
の
他
条
件
あ
り（
応
募
用
紙
を
参
照
）

 

■期
委
嘱
し
た
日（
平
成
28
年
11
月
を
予
定
）か
ら

３
年
間

 

■定
２
人（
40
～
64
歳
１
人
、
65
歳
以
上
１
人
）

 

■申
11
月
１
日（
火
）～
14
日（
月
）

【
提
出
書
類
】①
応
募
用
紙
、
②
小
論
文「
高
齢

者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
地

域（
住
民
）が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」

①
②
の
様
式
は
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
提
出
方
法
】郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い

【
選
考
方
法
】提
出
書
類
の
評
価
が
高
い
方
を
若

干
名
面
接
し
決
定
し
ま
す

 

■問
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課
☎
８
６
２
・
９
０
１
０

　 

８
６
２
・
９
６
４
８

 

　h-gan001@
neo.city.naha.okinaw

a.jp

講習名 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅲ

日時 11月15日（火）
14時〜17時

11月8日（火）
18時〜21時

内容
心肺蘇生法

（主に成人）、
AED

心肺蘇生法
（主に乳児およ
び小児）、AED

募集
期間

11月7日(月)
9時〜

電話受付のみ

11月1日(火)
9時〜

電話受付のみ
場所 消防局４階 講堂

対象 市在住または在勤・在学の方

定員 先着24人
（同時に2人まで申込可能）

問合せ 消防局救急課☎867-1199

職種 埋蔵文化財非常勤専門員
業務
内容 埋蔵文化財の開発調整に関する業務
勤務
時間

月曜日から金曜日のうち指定する4日
の8時半〜17時

応募
資格

大学卒（考古学・歴史等専攻あるいは
2年以上の埋蔵文化財調査経験者）

報酬 日額　9,180円

定員 若干名
任用
期間

11月20日〜平成29年3月31日
（開始時期は変更する場合があります）

申込
方法

履歴書（ホームページからダウンロード
可能）を持参

問合せ 文化財課　☎ 917-3501

FAX

イベント名 第22回国場川水あしび 湧水めぐり「首里カーまーい」 新都心沖縄の杜観察会

概　　要
ラムサール条約湿地「漫湖」の保全や
啓発を図るため周辺のごみ拾いや自
然体験型ゲーム、舞台イベント等を
行います。

古都・首里に残された湧水をめぐり、
人々の生活に欠かすことのできな
かった水とその成り立ちについて学
びます。（首里城内瑞泉〜宝口樋川の
7ポイント）

那覇新都心にある「沖縄の杜」には、
古くからの地層が残り貴重な自然が
残っています。沖縄の杜で様々な動植
物を観察することで、身近に残された
自然の大切さを考えてみませんか？

日　　時 11月26日（土）9時半〜15時 11月19日（土）9時半〜12時半 12月17日（土）9時半〜12時

集合場所 漫湖・水鳥湿地センター
（豊見城市字豊見城982）

首里杜館（首里城公園レストセンター）
入口前広場

市緑化センター前
（新都心公園内）

対　　象 関心のある方 市在住または在勤の方
定　　員 制限なし 20名（先着順） 30名（先着順）
参 加 費 無　料
申込期間 当日受付可 11月2日（水）〜定員に達するまで 11月16日（水）〜定員に達するまで
注意事項 汚れてもよい服装でご参加ください。 長袖、長ズボン、歩きやすい靴でご参加ください。

 ■申環境保全課☎951-3229　平日8時半～17時15分（電話又は窓口）

 

■問

なは女性センター 【利用時間】月〜金 9時〜21時 土 9時〜17時
【休館日】日曜日・祝日・慰霊の日・12月29日〜1月3日

「パネル展＆教職員ワークショップ」
子どもに伝える、多様な性
～ある学校現場からの報告～
 ■日 11月5日(土)13時〜16時　
 ■場 なは女性センター学習室
 ■定 40人(事前申込先着順)

「災害と女性」 
講師：稲

いながき
垣 暁

さとる

（なは市民活動支援センター専門相談員・防災士）
 ■日 11月19日(土)14時〜16時　
 ■場 なは女性センター学習室
 ■定 50人(事前申込先着順)
＊一時保育（2歳児以上未就学児)、
　手話通訳の申込は11月11日(金) 17時まで。

なは女性センター開設20周年記念 シンポジウム
レインボーなは ～性の多様性を尊重するまちづくり～
 ■日 11月12日(土) 14時〜17時（開場13時45分）
 ■場 沖縄県立博物館・美術館 講堂　
第1部 基調講演
講師：サブリナ・シズエ・マッケナ（ハワイ州最高裁判所判事）
第2部 パネルディスカッション
パネリスト：遠藤まめた・砂川秀樹・高倉直久・那覇市長
コーディネーター：矢野恵美
ミニコンサート♪ lacorde（ラコルド）  
＊パネル展同時開催
 ■定 200人（事前申込先着順）入場無料 ＊手話通訳あり
＊一時保育（2歳児以上未就学児）の申込は11月4日(金)17時まで。
★このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出を受けて実施するものです。

なは市民協働プラザ1階（旧銘苅庁舎）
☎951-3203 FAX951-3204

来場者には
「レインボーなは

缶バッチ」を
プレゼント


